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偉大な家具デザイナーの
遺志を継ぐ者

地域金融の
未来

共同通信社経済部記者

橋本卓典

割
り
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。
将
来
は
、

子
供
の
創
造
の
場
と
す
る
こ
と
が
夢
だ
。

職
人
の
技
と
腕
を
守
る
役
割

　

コ
サ
イ
ン
は
、
旭
川
、
青
山
、
札
幌

に
直
営
店
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
業
績
は
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。「
結
果
を
出
せ
な
い
の
が
厳
し
い
」

と
、
星
は
率
直
に
語
る
。

　

コ
サ
イ
ン
だ
け
で
は
な
い
。
木
工
家

具
・
雑
貨
メ
ー
カ
ー
の
経
営
は
お
し
な

べ
て
厳
し
い
。
旭
川
木
工
セ
ン
タ
ー
の

代
表
理
事
も
務
め
る
星
は
、
仲
間
の
組

合
員
の
た
め
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
て

い
る
。
職
人
の
技
と
確
か
な
腕
は
あ
る
。

フ
ァ
ン
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
り
、
ど
の

よ
う
に
作
り
手
の
思
い
を
伝
え
て
い
く

の
か
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

金
融
機
関
や
税
理
士
・
会
計
士
に
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

企
業
の
持
続
可
能
性
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
い
ま
、
こ
う
し
た
職
人
の
技
や
腕

を
守
ら
ず
し
て
、
一
体
何
を
守
る
と
い

う
の
だ
ろ
う
か
。　
　
　
（
文
中
敬
称
略
）

北
海
道
旭
川
市
は
木
工
家
具
の

街
だ
。
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も

あ
る
、
家
具
メ
ー
カ
ー
「
カ
ン
デ
ィ
ハ

ウ
ス
」
を
創
業
し
た
長
原
實み

の
る

（
２
０
１

５
年
10
月
逝
去
）
を
輩
出
し
た
。

　

こ
の
長
原
に
師
事
し
、
そ
の
遺
志
を

継
ぐ
の
が
株
式
会
社
コ
サ
イ
ン
の
星
幸

一
社
長
だ
。
星
は
１
９
７
０
年
に
長
原

ら
が
創
業
し
た
「
イ
ン
テ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
」（
現
カ
ン
デ
ィ
ハ
ウ
ス
）
に
入
社
。

そ
の
後
、
88
年
に
長
原
の
後
押
し
で
コ

サ
イ
ン
を
設
立
し
た
。

　
「
木
」、「
作
り
手
」、「
使
い
手
」
が
共

に
存
在
し
続
け
、
長
く
寄
り
添
う
生
活

道
具
を
つ
く
る
と
い
う
の
が
コ
サ
イ
ン

の
経
営
理
念
だ
。
星
に
は
、
ハ
ン
ド
ワ

ー
ク
と
マ
シ
ン
ワ
ー
ク
を
融
合
さ
せ
、

品
質
の
高
い
生
活
道
具
を
つ
く
り
た
い

と
の
思
い
が
あ
っ
た
。

　

絹
の
よ
う
に
白
く
透
き
通
る
色
合
い

の
メ
ー
プ
ル
、
重
厚
感
が
あ
り
、
経
年

変
化
の
色
合
い
も
楽
し
め
る
ウ
ォ
ル
ナ

ッ
ト
、
加
工
が
し
や
す
い
サ
ク
ラ
、「
虎と

ら

斑ふ

」
と
い
う
独
特
の
ト
ラ
縞
模
様
が
特

徴
の
ナ
ラ
の
４
種
類
の
木
を
コ
サ
イ
ン

は
扱
う
。

　

仕
上
げ
の
塗
料
は
、
木
の
素
の
質
感

を
楽
し
む
「
オ
イ
ル
仕
上
げ
」
と
耐
水

性
・
対
汚
性
に
優
れ
た
「
ウ
レ
タ
ン
塗

装
」
だ
。
塗
料
・
接
着
剤
は
、
シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
症
候
群
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
り
う
る
物
質
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

の
発
散
量
の
レ
ベ
ル
が
最
も
低
い
も
の

し
か
扱
わ
な
い
。

　

最
初
は
、
電
気
工
の
「
木
の
ス
イ
ッ

チ
カ
バ
ー
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
」
と

い
う
一
言
か
ら
、
短
い
材
木
で
も
無
駄

に
せ
ず
に
大
切
に
使
お
う
と
い
う
こ
と

で
、
木
製
の
ス
イ
ッ
チ
カ
バ
ー
を
作
っ

た
。
無
機
質
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
バ
ー

が
、
温
か
み
を
持
っ
た
木
の
カ
バ
ー
に

変
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
大
ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
っ
た
ド
レ
ス
ラ
ッ
ク
、
さ
ら
に
は

ソ
フ
ァ
ー
や
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
な

ど
の
家
具
、
生
活
雑
貨
、
子
供
の
お
も

ち
ゃ
ま
で
、
幅
広
く
手
掛
け
て
い
る
。

　

星
を
温
か
く
も
、
厳
し
く
育
て
た
の

が
長
原
だ
。
め
っ
た
に
褒
め
る
こ
と
は

な
い
。
経
営
に
悩
む
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

「
そ
ん
な
こ
と
で
何
、
ぐ
ず
っ
て
ん
だ
」

と
、
一
喝
さ
れ
た
。
が
、
星
の
様
子
を

気
に
し
て
時
折
、
様
子
を
見
に
や
っ
て

き
た
。

　

長
原
は
家
具
メ
ー
カ
ー
の
業
界
団
体

の
理
事
長
を
務
め
、
自
ら
経
営
者
の
塾

な
ど
も
主
催
し
て
い
た
。
勉
強
も
後
進

の
指
導
も
人
一
倍
熱
心
に
行
っ
て
い
た

が
、
病
に
倒
れ
、
15
年
に
帰
ら
ぬ
人
と

な
っ
た
。

　

星
は
12
年
か
ら
森
を
守
る

活
動
も
始
め
た
。
ス
タ
ッ
フ

と
共
に
、
白
樺
の
樹
液
を
採

取
し
た
り
、
遊
歩
道
を
整
備

し
、
危
険
な
倒
木
な
ど
を
薪

はしもと・たくのり
1975年東京都生まれ。慶應義
塾大学法学部政治学科卒業。
2006年共同通信社入社。経済
部記者として流通、証券、大手
銀行、金融庁を担当。2年間の
広島支局勤務を経て、2015年
から2度目の金融庁を担当、
2016年からは資産運用業界も
担当する。著書に『捨てられる
銀行』、『捨てられる銀行3　未来
の金融「計測できない世界」を
読む』（講談社現代新書）など。

北

『戦略経営者』2020年2月号より
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1　

プ
ロ
ロ
ー
グ

　

近
年
、
金
融
庁
は
、
地
域
金
融
機
関
の
経
営
環

境
の
厳
し
さ
を
踏
ま
え
、
中
小
企
業
金
融
に
お
け

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換
を
迫
っ
て
い
る
。「
経

営
者
保
証（
担
保
・
保
証
）」か
ら「
事
業
性
評
価（
事

業
内
容
・
成
長
可
能
性
）」
へ
の
転
換
が
こ
れ
で
あ

る
。
し
か
し
、
事
業
性
評
価
（
非
財
務
情
報
）
の
重

視
は
、
決
し
て
会
計
情
報
（
財
務
情
報
）
の
軽
視

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
今
回
は
、
事
業
性

評
価
の
真
意
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

2　

中
小
企
業
金
融
に
お
け
る
経
営
環
境

の
変
化

　

金
融
庁
の
「
平
成
28
事
務
年
度　

金
融
行
政
方

針
」（
2
0
1
6
年
10
月
）
で
は
、
地
域
金
融
機
関

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
革
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

次
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
（
18
頁
）。

①　

金
融
機
関
の
経
営
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
従
来
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
競
争

力
を
失
う
可
能
性
が
あ
る
と
の
認
識
が
一
般
化

し
て
き
た
こ
と

②　

顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
（
貸
出
・
手
数
料
ビ

ジ
ネ
ス
）
の
利
益
率
は
、
2
0
2
5
年
3
月

期
に
地
域
銀
行
の
6
割
超
が
マ
イ
ナ
ス
に
な

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

③　

す
べ
て
の
金
融
機
関
が
貸
出
規
模
の
拡
大
に

よ
り
収
益
を
維
持
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な

く
、
よ
り
安
定
的
な
収
益
基
盤
の
構
築
が
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

④　

金
融
機
関
に
は
、
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
顧
客
と
の

「
共
通
価
値
の
創
造
」
が
そ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

⑤　

顧
客
の
事
業
内
容
を
理
解
し
、
企
業
価
値
向

上
に
つ
な
が
る
支
援
を
提
供
す
る
地
域
金
融
機

関
が
、
顧
客
基
盤
や
経
営
を
安
定
さ
せ
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
こ
と

3　
「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

と
中
小
会
計
要
領

　

中
小
企
業
金
融
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変

革
の
手
段
は
、「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」（
2
0
1
3
年
12
月
）
で
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
。
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
経
営
者
が
個
人

保
証
契
約
を
締
結
せ
ず
に
融
資
を
受
け
る
た
め
の

要
件
等
と
し
て
、
次
の
点
を
あ
げ
て
い
る
。

⑴　

法
人
と
経
営
者
が
明
確
に
区
分
・
分
離
さ
れ

て
い
る
こ
と

ア　

本
社
、
工
場
等
の
事
業
用
資
産
は
法
人
所

有
で
あ
る
こ
と

イ　

経
営
者
に
不
要
な
貸
付
は
な
く
、
個
人
消

費
は
法
人
経
費
と
し
て
処
理
し
て
い
な
い
こ
と

ウ　

取
締
役
会
の
適
切
な
牽
制
機
能
の
発
揮
等
に

よ
り
社
内
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

エ　
「
中
小
企
業
会
計
基
準
」
等
に
拠
っ
た
信
頼

で
き
る
計
算
書
類
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

⑵　

財
務
基
盤
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

⑶　

適
時
適
切
な
情
報
開
示
等
に
よ
っ
て
経
営
の

透
明
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

⑷　

右
記
⑴
〜
⑶
に
つ
い
て
、
職
業
会
計
人
（
公

認
会
計
士
、
税
理
士
）
等
の
外
部
専
門
家
に
よ
る

検
証
が
実
施
さ
れ
、
内
部
・
外
部
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

　

右
記
の
要
件
等
の
う
ち
、「
中
小
企
業
会
計
基

準
」（
右
記
⑴
エ
）
は
具
体
的
に
は
中
小
会
計
要
領

等
を
い
い
、
そ
れ
ら
に
準
拠
し
た
計
算
書
類
の
作

成
が
経
営
者
保
証
に
依
存
し
な
い
融
資
の
基
盤
を

な
し
て
い
る
。
ま
た
、「
適
時
適
切
な
情
報
開
示

に
よ
る
経
営
の
透
明
性
」（
右
記
⑶
）
や
「
職
業
会

計
人
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
」（
右
記
⑷
）
と
い

っ
た
会
計
的
側
面
が
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

（
経
営
者
保
証
に
依
存
し
な
い
融
資
）
の
重
要
な
要
件

と
な
っ
て
い
る
。

全
国
会
最
高
顧
問

甲
南
大
学
名
誉
教
授

河
﨑
照
行

中
小
企
業
金
融
に
お
け
る

「
事
業
性
評
価
」
の
真
意

連
載
◉
会
計
が
分
か
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
が
見
え
る
◉
第
27
回

4
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会計が分かればビジネスが見える

4　

事
業
性
評
価
の
意
義
と
誤
解

　

事
業
性
評
価
と
い
う
文
言
が
政
策
と
し
て
初
め
て

現
れ
た
の
は
、「
日
本
再
興
戦
略　

改
訂
2
0
1
4

─
未
来
へ
の
挑
戦
─
」（
2
0
1
4
年
6
月
）
に
お

い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
中
小
企
業
革
新
の
た

め
に
講
ず
べ
き
施
策
の
一
つ
と
し
て
、「
地
域
金

融
機
関
等
に
よ
る
事
業
性
を
評
価

4

4

4

4

4

4

す
る
融
資
の
促

進
等
」
を
あ
げ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

「
企
業
の
経
営
改
善
や
事
業
再
生
を
促
進
す
る

観
点
か
ら
、
金
融
機
関
が
保
証
や
担
保
等
に
必
要

以
上
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
企
業
の
財
務
面
だ

け
で
な
く
、
企
業
の
持
続
可
能
性
を
含
む
事
業
性

を
重
視
し
た
融
資
や
、
関
係
者
の
連
携
に
よ
る
融

資
先
の
経
営
改
善
・
生
産
性
向
上
・
体
質
強
化
支

援
等
の
取
組
が
十
分
な
さ
れ
る
よ
う
、
…
…
監
督

方
針
や
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
基
本
方
針
等
の
適
切

な
運
用
を
図
る
。」（
88
頁
：
傍
線
は
筆
者
）

　

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
受
け
て
公
表
さ
れ
た
「
平

成
26
事
務
年
度　

金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
基
本
方
針

（
監
督
・
検
査
基
本
方
針
）」（
2
0
1
4
年
9
月
）
で
は
、

「
金
融
機
関
は
、
財
務
デ
ー
タ
や
担
保
・
保
証
に

必
要
以
上
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
借
り
手
企
業

の
事
業
の
内
容
や
成
長
可
能
性
な
ど
を
適
切
に
評

価
し
（「
事
業
性
評
価
」）、
融
資
や
助
言
を
行
い
、

企
業
や
産
業
の
成
長
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
」（
2
頁
：
傍
線
は
筆
者
）
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
た
め
、
中
小
企
業
金
融
に
お
け
る
「
会
計

の
位
置
づ
け
」
に
あ
る
種
の
誤
解
が
生
じ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
地
域
金
融
機
関
の
融
資
判
断
に
お
い

て
、「
財
務
デ
ー
タ
よ
り
も
、
事
業
性
を
重
視
す

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
誤
解
で
あ
る
。

5　

事
業
性
評
価
の
真
意

　

事
業
性
評
価
の
重
視
は
、「
財
務
情
報
等
に
必4

要
以
上
に
依
存
す
る
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」
を
戒
め
る
も
の
で
あ

り
、
決
し
て
融
資
判
断
に
お
け
る
財
務
情
報
（
会

計
情
報
）
の

軽
視
を
意
味

す
る
も
の
で

は
な
い
。
例

え
ば
、「
中

小
企
業
等
経

営
強
化
法
」

（
2
0
1
6
年

5
月
）
は
、

経
営
力
向
上

計
画
の
作
成

に
あ
た
り
、

「
図
表
」
に

示
す
よ
う
な

「
ロ
ー
カ
ル

ベ
ン
チ
マ
ー

ク
」
の
活
用

を
提
案
し
て

い
る
。
ロ
ー

カ
ル
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
は
、

①
財
務
情
報

（
6
つ
の
指
標
）
と
②
非
財
務
情
報
（
4
つ
の
視
点
）

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
財
務
情
報
（
分
析
指
標
）

は
信
頼
で
き
る
計
算
書
類
（
会
計
情
報
）
が
そ
の
前

提
と
な
っ
て
い
る
。

　

か
か
る
認
識
は
金
融
基
本
方
針
の
表
現
を
変
化

さ
せ
、「
平
成
27
事
務
年
度　

金
融
基
本
方
針
」

（
2
0
1
5
年
9
月
）
で
は
、「
財
務
デ
ー
タ
や
担

保
・
保
証
に
必
要
以
上
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
」

と
い
う
表
現
が
、「
担
保
・
保
証
に
依
存
す
る
融

資
姿
勢
を
改
め
」（
12
頁
）
と
さ
れ
、「
平
成
28
事

務
年
度　

金
融
基
本
方
針
」
で
は
、「
担
保
・
保

証
に
過
度
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
」（
18
頁
）
と
さ

れ
、「
財
務
デ
ー
タ
」
の
文
言
が
削
除
さ
れ
た
。

　

要
す
る
に
、
中
小
企
業
金
融
に
お
け
る
事
業
性

評
価
の
真
意
は
、
地
域
金
融
機
関
の
融
資
判
断
に

あ
た
り
、「
信
頼
で
き
る
計
算
書
類
に
基
づ
く
財

務
情
報
」
と
「
事
業
性
評
価
に
基
づ
く
非
財
務
情

報
」
を
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

6　

エ
ピ
ロ
ー
グ

　

T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
中
小
企
業
と
地
域
金
融
機
関
の
信

頼
関
係
の
醸
成
に
と
っ
て
、
財
務
情
報
（
会
計
情
報
）

の
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
中
小
会
計
要
領
に
準
拠
し
た
信
頼
で
き

る
計
算
書
類
の
作
成
が
、
中
小
企
業
の
成
長
・
発

展
と
健
全
な
金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
、
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
■

■図表　ローカルベンチマークの指標と具体的内容
指標と視点 具体的な内容

1　財務情報
（6つの指標）

①売上高増加率（売上持続性）　　　　②営業利益率（収益性）
③労働生産性（生産性）　　　　　　　④ EBITDA有利子負債倍率（健全性）
⑤営業運転資本回転期間（効率性）　　⑥自己資本比率（安全性）

2　非財務情報
（4つの視点）

①経営者への着目 :経営理念、経営意欲、後継者の有無など
②事業への着目 :沿革、技術力・販売力の強み・弱み、IT投資など
③関係者への着目 :市場動向、顧客リピート率、主な取引先企業の推移、従業
員定着率、取引金融機関の推移など

④内部管理体制への着目 :組織体制、事業計画の有無、研究開発体制、経営目標、
人材育成など
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リ
ポ
ー
ト
❶

劇
的
な
反
転
攻
勢
を
実
現
し
た
〝
三
位
一
体
の
経
営
〟

カ
ワ
イ
デ
ン
キ
×
京
都
信
用
金
庫
×
京
都
税
理
士
法
人

　

筆
者
の
手
元
に
、
カ
ワ
イ
デ
ン
キ
の

直
近
の
経
営
分
析
報
告
書
が
あ
る
。

　

２
０
１
３
年
3
月
期
の
債
務
超
過
、

単
年
度
赤
字
の
状
態
か
ら
、
見
事
に
反

転
。
６
年
後
の
19
年
に
売
上
高
は
約
40

％
増
加
、
数
千
万
円
単
位
の
最
終
利
益

を
計
上
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
債
務
超

過
は
解
消
、
自
己
資
本
比
率
は
ゼ
ロ
か

ら
20
％
近
く
ま
で
上
昇
し
た
。
ま
さ
に

Ｖ
字
回
復
で
あ
る
。

　

こ
の
絵
に
描
い
た
よ
う
な
展
開
の
背

景
に
は
西
田
裕
司
社
長
の
幅
広
い
人
脈

と
発
想
豊
か
な
営
業
力
、
京
都
税
理
士

法
人
に
よ
る
会
計
支
援
と
財
務
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
加
え
て
京
都
信
用
金
庫
の

資
金
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
、
と
い
う
三
位

一
体
の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。

　

15
年
間
、
国
会
議
員
の
秘
書
を
つ
と

め
て
い
た
西
田
氏
が
、
ひ
ょ
ん
な
い
き

さ
つ
か
ら
同
社
に
営
業
マ
ン
と
し
て
入

社
し
た
の
は
09
年
1
月
（
正
式
な
社
長

就
任
は
15
年
）。
大
型
自
動
車
の
電
機

ま
わ
り
の
配
線
修
理
や
カ
ー
用
品
の
販

売
・
取
り
付
け
を
主
業
務
と
す
る
河
合

電
機
工
業
所
（
カ
ワ
イ
デ
ン
キ
の
前
身
）

が
、
オ
ー
ナ
ー
の
高
齢
を
理
由
に
解
散
。

残
さ
れ
た
社
員
が
社
名
を
カ
タ
カ
ナ
に

変
更
し
新
社
屋
と
工
場
を
オ
ー
プ
ン
、

心
機
一
転
再
出
発
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
入
社
だ
っ
た
。

新
規
事
業
を
積
極
的
に
開
拓

　

し
か
し
、
状
況
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。

設
備
や
新
規
事
業
へ
の
投
資
が
じ
わ
じ

わ
と
財
務
を
圧
迫
。
折
か
ら
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
も
重
な
っ
て
債
務

資
金
繰
り
新
時
代
3

特
集〝

資
金
繰
り
新
時
代
〟
第
３
弾
。

さ
ら
に
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
取
材
し
、
短
期
継
続
融
資
で
正
常
運
転
資
金
を
ま
か
な
う

〝
中
小
企
業
に
と
っ
て
の
正
し
い
資
金
繰
り
〟
の
実
践
例
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

THE STRATEGIC MANAGER 2020.2
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高い技術力で新事業に果敢にチャレンジするカワイデンキ

超
過
へ
と
転
落
す
る
。
危
機
感
を
抱
い

た
西
田
氏
は
、
せ
っ
か
く
の
高
い
技
術

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
切
れ
て
い
な
い

現
状
を
突
破
す
べ
く
激
し
く
動
き
始
め

る
。
ま
ず
は
売
り
上
げ
の
目
減
り
を
な

ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
営
業

力
の
向
上
で
あ
る
。

　

西
田
社
長
の
営
業
活
動
の
ベ
ー
ス
は

そ
の
豊
富
な
人
脈
と
行
動
力
、
そ
し
て

議
員
秘
書
時
代
に
培
っ
た
交
渉
力
に
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
従
来
の
取
引
先
の
硬

直
性
に
風
穴
を
開
け
る
べ
く
、
大
手
メ

ー
カ
ー
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
。
そ
の

成
果
は
燦さ

ん
さ
ん燦

た
る
も
の
だ
っ
た
。
富
士

通
の
１
次
下
請
け
と
し
て
消
防
の
分
野

で
は
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
・
指
令
シ
ス
テ

ム
情
報
端
末
機
、
道
路
の
分
野
で
は
高

速
道
路
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
端
末
機
の

取
り
付
け
業
務
を
受
注
。
ま
た
、
経
済

産
業
省
の
事
業
が
ら
み
で
、
大
型
自
動

車
へ
の
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
メ
ー
タ
ー
の
装

着
の
仕
事
も
獲
得
。
さ
ら
に
珍
し
い
と

こ
ろ
で
は
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
施
設
、
栗
東
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
か
ら
サ
ラ
ブ
レ

ッ
ド
を
運
ぶ
「
馬
運
車
」
の
製
作
を
デ

ン
ソ
ー
や
ボ
デ
ィ
ー
メ
ー
カ
ー
と
連
携

し
て
手
掛
け
た
り
も
し
て
い
る
。

　
「
ど
れ
も
新
規
で
専
門
性
が
高
い
仕
事

で
す
が
、
当
社
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
持

ち
前
の
技
術
力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
お

か
げ
で
、
大
き
な
実
績
へ
と
結
び
つ
き

ま
し
た
」（
西
田
社
長
）

　

心
配
さ
れ
た
現
場
ス
タ
ッ
フ
と
の〝
ぎ

く
し
ゃ
く
感
〟
も
西
田
社
長
の
行
動
力

と
熱
意
、
そ
し
て
実
績
に
よ
っ
て
次
第

に
溶
解
し
て
い
く
。

 

会
計
事
務
所
と
の
二
人
三
脚

　

管
理
面
で
も
動
い
た
。
顧
問
の
会
計

事
務
所
を
変
更
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
と
て
も
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
の
で
、

迅
速
に
会
社
の
現
状
が
つ
か
め
、
か
つ

将
来
が
見
通
せ
る
緻
密
な
会
計
の
仕

組
み
を
構
築
し
た
か
っ
た
」
と
い
う
西

田
社
長
。
金
融
機
関
に
紹
介
さ
れ
た
京

都
税
理
士
法
人
（
代
表
・
江
後
良
平
税

理
士
）
に
財
務
管
理
を
託
す
こ
と
に
し

た
。
13
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
の
京
都
税
理
士
法
人
か
ら
派
遣

さ
れ
て
き
た
の
が
山
本
聡
経
営
支
援
部

長
。
前
職
が
バ
ン
カ
ー
で
、
金
融
機
関

と
の
交
渉
を
得
意
と
す
る
山
本
部
長
は
、

ま
ず
、「
金
融
機
関
と
の
向
き
合
い
方

が
分
か
ら
な
か
っ
た
」
西
田
社
長
へ
の

詳
細
な
聞
き
取
り
を
行
い
、
会
社
の
業

務
全
体
を
視
覚
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
る
チ
ャ
ー
ト
を
作
成
。
そ
れ
を
持

っ
て
銀
行
を
訪
れ
、
会
社
の
現
状
と
将

来
性
を
説
明
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。
カ
ワ
イ
デ
ン
キ
と
京
都
税
理
士

法
人
の
二
人
三
脚
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

　

京
都
税
理
士
法
人
の
江
後
良
平
代
表

は
こ
う
言
う
。

　
「
巡
回
監
査
、
月
次
決
算
、
経
営
計
画

の
策
定
な
ど
Ｔ
Ｋ
Ｃ
方
式
の
会
計
を
着

実
に
履
行
し
つ
つ
、
そ
の
内
容
を
社
員

の
方
々
に
も
公
開
。
ま
た
、
毎
年
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
招
待
し
て
決
算
報

告
会
を
挙
行
。
西
田
社
長
の
決
意
表
明

と
と
も
に
、
内
外
に
経
営
状
況
を
共
有

化
し
、
意
思
統
一
を
は
か
り
ま
し
た
」

　

な
か
で
も
徹
底
し
た
の
が
、
決
算
報

告
会
後
の
金
融
機
関
と
の
交
渉
。

　
「
有
利
子
負
債
の
額
は
そ
う
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
金
利
レ
ー
ト
は
当
時
と

は
ま
っ
た
く
違
っ
て
き
て
い
ま
す
。
毎

年
の
交
渉
で
平
均
３
％
台
か
ら
０
％
台

へ
と
下
が
っ
て
い
ま
す
か
ら
…
…
」
と

山
本
部
長
。
会
社
の
業
績
を
引
き
上

げ
、
そ
の
分
、
し
っ
か
り
と
金
利
低
減

へ
と
結
び
付
け
る
―
―
こ
の
活
動
が
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
増
大
さ
せ
、
さ

ら
な
る
飛
躍
へ
の
燃
料
と
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
活
動
の
集
大
成
と
い
え

る
の
が
、
19
年
夏
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の

変
更
だ
っ
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
京
都
信
用
金
庫
と
Ｔ

Ｋ
Ｃ
の
共
同
開
発
商
品
「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
絆
ロ

ー
ン
」。
概
要
は
図
表
１
の
通
り
で
、

「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ

ス
」（
Ｍ
Ｉ
Ｓ=

図
表
２
）
導
入
な
ど
の

条
件
を
満
た
す
企
業
に
１
０
０
０
万
円

以
内
の
「
当
座
貸
越
枠
」
を
設
定
で
き

る
と
い
う
も
の
。
Ｍ
Ｉ
Ｓ
は
、
企
業
の

年
次
決
算
書（
電
子
申
告
と
同
じ
も
の
）

や
月
次
試
算
表
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
タ
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平尾勝則 京都信金栗東支店長 江後良平 京都税理士法人代表山本聡 京都税理士法人部長 西田裕司 カワイデンキ社長

利用可能者

使 い 道

融 資 金 額

融 資 利 率

融 資 形 態

担 保

特 徴

「TKCモニタリング情報サービス」年次契約
利用者かつ「中小会計要領」で会計してい
るもの

運転資金

1000万円以内で月商の3カ月以内

変動金利（書面添付のある先は優遇）

当座貸越

原則なし

毎期の決算を受けて事業者・顧問税理士・
京都信金により対話型ミーティングを行う

TKC絆ローン

TKC会員事務所の
関与先企業ビジネスマッチングを

活用した課題解決

共通価値創造

税理士集団による
経営支援

THE STRATEGIC MANAGER 2020.2

「
必
要
運
転
資
金
は
短
期
継
続
融
資
（
専

用
当
座
貸
越
）」「
設
備
投
資
は
長
期
資

金
」
と
い
う
資
金
繰
り
の
大
原
則
（
図

表
３
参
照
）。
こ
の
原
則
が
金
融
検
査

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
99
年
）
の
適
用
以
来
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
、
多
く
の
中
小
企
業

が
「
営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
黒
字

な
の
に
、な
ぜ
か
資
金
繰
り
が
苦
し
い
」

と
い
う
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

運
転
資
金
を
ま
か
な
う
た
め
に
、
そ
の

都
度
、
安
易
に
長
期
の
借
り
入
れ
を
重

ね
て
い
く
と
い
う
手
法
が
、
そ
の
よ
う

な
状
況
を
つ
く
り
だ
し
た
の
だ
。

　

さ
て
、
京
都
信
金
栗
東
支
店
の
提
案

と
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

　
「
絆
」
で
の
当
座
貸
越
を
皮
切
り
に
、

プ
ロ
パ
ー
で
８
０
０
０
万
円
の
当
座
貸

イ
ム
リ
ー
に
金
融
機
関
に
届
け
ら
れ
る

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
、
も
ち
ろ
ん
そ
の

内
容
は
Ｔ
Ｋ
Ｃ
方
式
の
会
計
を
経
た
信

頼
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

　

山
本
部
長
は
言
う
。

　
「
カ
ワ
イ
デ
ン
キ
さ
ん
の
メ
イ
ン
バ
ン

ク
は
、
創
業
期
か
ら
の
付
き
合
い
が
あ

る
他
の
金
融
機
関
で
し
た
が
、
昨
年
の

決
算
報
告
会
後
の
金
利
見
直
し
依
頼

に
対
し
、
あ
ま
り
満
足
の
い
く
回
答
が

い
た
だ
け
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
絆
ロ

ー
ン
で
取
引
実
績
が
で
き
た
京
都
信
金

さ
ん
に
話
を
振
っ
て
み
た
の
で
す
」

　

京
都
信
金
栗
東
支
店
の
反
応
は
早
か

っ
た
。
平
尾
勝
則
支
店
長
は
言
う
。

　
「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
方
式
の
会
計
は
信
用
の
裏
付

け
に
な
り
ま
す
し
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
に
よ
っ
て

申
告
さ
れ
た
決
算
デ
ー
タ
と
そ
っ
く
り

同
じ
も
の
を
迅
速
に
入
手
で
き
る
と
い

う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
金
融
機
関
に
と

っ
て
い
わ
ゆ
る
〝
事
業
性
評
価
〟
を
後

顧
の
憂
い
な
く
行
え
る
条
件
が
そ
ろ
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
言

え
ば
、
西
田
社
長
は
経
営
に
対
す
る
熱

意
が
高
く
、
業
績
も
良
い
。
当
金
庫
の

モ
ッ
ト
ー
は
〝
共
通
価
値
の
創
造
〟
で

あ
り
、
企
業
の
課
題
解
決
に
普
段
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
自
負
も
あ
る
。

そ
ん
な
な
か
で
、
お
二
人
か
ら
話
が
あ

り
、
今
で
き
る
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
わ
け
で
す
」

 

メ
イ
ン
バ
ン
ク
を
大
転
換

　

山
本
部
長
が
考
え
る
融
資
の
形
は
、

越
枠
を
提
供
。
計
９
０
０
０
万
円
で
、

短
期
資
金
需
要
を
カ
バ
ー
す
る
。
さ
ら

に
、
５
０
０
０
万
円
の
長
期
融
資
を
プ

ラ
ス
。
こ
れ
で
、
従
来
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク

か
ら
の
融
資
を
ほ
ぼ
す
べ
て
京
都
信
金

に
移
し
替
え
た
。
約
10
本
あ
っ
た
融
資

本
数
が
、
4
本
に
簡
素
化
さ
れ
、
金
利

も
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
結
果
、

年
７
３
０
万
円
の
返
済
が
、
半
分
以
下

の
約
３
０
０
万
円
に
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
リ
ス
ク

を
最
小
化
し
た
絶
妙
な
借
入
金
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
完
成
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
は
そ
う

簡
単
に
変
更
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

長
年
の
取
引
金
融
機
関
と
の
取
引
を
停

止
し
、
新
た
な
金
融
機
関
と
契
約
を
結
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図表3 専用当座貸越の位置づけ

棚卸資産
（在庫）

仕入れ
債務

売上債権

必要運転資金
⬇

専用当座貸越
（疑似資本）

仕入れ

仕入れ 回収

時間

売り上げ

支払い先行

＝短期継続融資
＝専用当座貸越
＝中小企業の
　ライフライン

図表2 TKCモニタリング情報サービス（MIS）

 金融機関への決算書等の提出は、紙から電子へ

 TKC会員事務所が関与先企業の法人税等の電子申告を行うと、税務署に提出した内容と同じ決算書・申告書等が、自動的に金融機関へ開示される

企業 会員事務所

税務署

金融機関

•税務申告書の作成と提出の依頼
•金融機関への情報開示の依頼

電子申告

信頼関係構築による円滑な資金調達等

同じ決算書╱申告書

データセンター
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ぶ
わ
け
だ
か
ら
、
そ
こ
に
は
少
な
か
ら

ず
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
が
発
生
す
る
。
こ
こ

で
は
「（
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
）
ド
ラ
マ

の
よ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
、
山
本
部
長

の
言
葉
を
記
述
し
て
お
く
に
と
ど
め
て

お
こ
う
。

　

さ
て
、
平
尾
支
店
長
の
言
葉
に
戻
る
。

　
「
こ
の
よ
う
な
条
件
で
の
ご
融
資
が
で

き
た
の
も
、
西
田
社
長
と
京
都
税
理
士

法
人
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
し
っ
か
り
と

経
営
を
立
て
直
し
て
き
た
実
績
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
が
加

わ
る
こ
と
で
三
位
一
体
の
体
制
が
で
き

つ
つ
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

京
都
信
金
の
み
な
ら
ず
金
融
機
関
は
、

企
業
経
営
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
経
営

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
主
要
な
事
業

目
的
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
マ
ン
パ
ワ

ー
や
コ
ス
ト
の
問
題
な
ど
か
ら
、
取
引

歴
の
浅
い
企
業
の
場
合
、
内
情
の
深
い

と
こ
ろ
ま
で
は
ど
う
し
て
も
リ
サ
ー
チ

の
手
が
届
か
な
い
。
つ
ま
り
、
リ
ス
ク

が
量
り
き
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
経
営
者
の
至
近

距
離
に
い
て
企
業
の
内
情
を
知
る
顧
問

税
理
士
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
課
題
は
解
決
す
る
。
将
来

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
し
っ
か
り
と
割

り
出
し
、
適
切
な
事
業
に
適
切
な
資
金

を
供
給
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い

う
わ
け
だ
。

　
組
織
の
全
体
最
適
を
模
索

　

３
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、
資
金
繰
り

の
理
想
形
へ
と
近
づ
け
る
形
が
ま
が
り

な
り
に
も
出
来
上
が
っ
た
理
由
に
つ
い

て
、
京
都
税
理
士
法
人
の
山
本
部
長
は

「
西
田
社
長
の
経
営
者
と
し
て
の
能
力

と
が
ん
ば
り
、
そ
し
て
妥
協
し
な
い
姿

勢
が
大
き
い
」
と
強
調
す
る
。

　

前
述
の
通
り
、
こ
こ
ま
で
の
西
田
社

長
の
新
規
事
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
実

績
は
出
色
だ
が
、
よ
り
す
ご
い
と
こ
ろ

は
、
営
業
活
動
以
外
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
質
の
向
上
を
追
求
す
る
謙
虚
さ
と
実

直
性
だ
ろ
う
。
西
田
社
長
は
言
う
。

　
「
私
ひ
と
り
の
力
で
は
到
底
こ
こ
ま
で

た
ど
り
着
け
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

山
本
部
長
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

か
ら
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
何
と
か
進
め
て
き
た
と
い
う

の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
す
」

　

西
田
社
長
は
既
述
の
通
り
、
適
時
・

正
確
な
会
計
を
実
践
し
つ
つ
、
中
長
期

の
経
営
計
画
を
策
定
し
、
毎
春
、
全
社

員
を
集
め
て
決
算
報
告
会
も
開
催
。
就

任
当
初
は
人
員
整
理
も
断
行
し
、
同
時

に
作
業
の
効
率
化
対
策
、
緩
み
が
ち
だ

っ
た
従
業
員
の
規
律
づ
く
り
、
ま
た
、

優
れ
た
技
術
者
で
あ
る
前
社
長
が
本

領
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に

も
奔
走
し
た
。
地
域
と
の
連
携
に
も
熱

心
に
取
り
組
み
、
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ご
バ
ッ
グ
の
販
売
な
ど

で
、
近
隣
の
学
校
や
取
引
先
に
名
前
を

知
っ
て
も
ら
う
活
動
も
並
行
し
て
行
っ

た
。
最
近
で
は
、
京
都
信
金
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
サ
ー
ク
ル
に
も
積
極
的
に
参

加
し
、
経
営
者
と
し
て
の
幅
を
広
げ
る

努
力
も
行
っ
て
い
る
。

　

ト
ッ
プ
が
単
に
売
り
上
げ
を
上
げ
る

こ
と
だ
け
に
没
頭
し
て
い
て
は
、
企
業

と
し
て
の
成
功
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
組

織
と
し
て
の
全
体
最
適
を
常
に
模
索
す

る
姿
勢
が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
事
業
活

動
を
担
保
す
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
西
田

社
長
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
は
、
カ
ワ
イ

デ
ン
キ
の
次
世
代
を
も
見
据
え
た
長
期

戦
略
の
発
露
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
加

え
て
同
社
と
会
計
事
務
所
、
金
融
機
関

が
、
今
風
に
言
う
〝
ワ
ン
チ
ー
ム
〟
と

な
る
こ
と
で
、
そ
の
経
営
力
を
倍
加
さ

せ
て
い
る
現
状
は
、
資
金
繰
り
の
み
な

ら
ず
中
小
企
業
支
援
の
理
想
に
近
い
形

と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
誌
・
髙
根
文
隆
）

カワイデンキ株式会社
設　立　2007年4月
所在地　滋賀県栗東市小野733-1
売上高　約2億円
従業員　10名
ＵＲＬ　http://www.kawaidenki.net/

京都税理士法人（江後経営グループ）
京都本社　京都府京都市南区吉祥院九条町30-1
滋賀支社　滋賀県草津市野路1-4-5
大阪支社　大阪府大阪市北区梅田1-1-3
ＵＲＬ　https://ego-kcc.com/
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今井作雄社長

　
リ
ポ
ー
ト
❷

積
極
投
資
と
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
両
立
す
る
最
善
の
資
金
繰
り

今
井
ゴ
ム
×
十
六
銀
行
×
飛
騨
会
計
事
務
所

　

下
呂
温
泉
で
著
名
な
岐
阜
県
下
呂
市

の
中
心
部
か
ら
約
5
キ
ロ
。
小
高
い
山

の
中
腹
に
今
井
ゴ
ム
の
き
れ
い
な
外
観

が
見
え
て
く
る
。

　

事
業
内
容
は
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
の

「
練
り
」「
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
っ
た

加
工
作
業
。
珪け

い
せ
き石
が
原
材
料
の
シ
リ
コ

ー
ン
ゴ
ム
の
塊
を
仕
入
れ
、
ミ
キ
シ
ン

グ
ロ
ー
ル
機
で
練
り
、
巻
き
上
げ
、
最

終
的
に
は
シ
ー
ト
状
に
し
て
、
自
動
車
、

医
療
、
食
品
、
家
電
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

製
造
現
場
に
納
め
る
仕
事
だ
。
シ
リ
コ

ー
ン
ゴ
ム
は
無
害
、
無
臭
で
電
気
を
通

さ
な
い
た
め
、
精
密
機
器
の
部
品
と
し

て
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
。
た
と
え
ば
パ
ソ

コ
ン
の
キ
ー
パ
ッ
ド
や
コ
ピ
ー
複
合
機

の
内
部
に
は
例
外
な
く
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ

ム
が
使
わ
れ
る
。
カ
ー
ボ
ン
樹
脂
の
よ

う
な
汚
れ
は
発
生
せ
ず
製
造
過
程
が

清
潔
な
の
も
工
場
を
運
営
し
て
い
く
上

で
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
。
し
か
し
、
合
成

ゴ
ム
の
よ
う
に
一
度
に
大
量
に
練
る
こ

と
が
で
き
ず
、
手
間
や
工
程
が
煩
雑
と

な
り
、
細
か
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
積
み
上
げ

が
必
要
。
現
在
、
今
井
ゴ
ム
の
取
引
先

は
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
中
小
ま
で
約
４

０
０
社
。
昨
年
度
の
売
上
高
は
約
6
億

円
を
計
上
。
月
間
65
ト
ン
を
製
造
し
、

業
界
2
位
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。

「
停
滞
は
じ
り
貧
を
招
く
」

　

シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
加
工
会
社
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
を
辞
め
、
１
９
８
９
年
に
独

立
し
た
今
井
作
雄
社
長
。
資
金
は
ほ
ぼ

ゼ
ロ
だ
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
ス
タ
ー
ト
し
て
み
る
と
、

産
業
界
で
の
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
需
要
は

思
い
の
ほ
か
旺
盛
で
取
引
先
も
増
加
の

一
途
を
た
ど
る
。
し
か
も
同
業
者
は
中

小
が
多
く
、
投
資
を
恐
れ
ず
き
っ
ち
り

と
時
世
に
対
応
す
れ
ば
、か
な
り
の「
の

び
し
ろ
」
が
望
め
る
と
今
井
社
長
は
考

え
た
。
そ
こ
で
、
２
０
０
７
年
に
現
在

の
位
置
に
新
社
屋
を
建
設
す
る
な
ど
、

「
積
極
的
な
設
備
投
資
」
戦
略
を
展
開
し

て
い
く
。

　
「
停
滞
は
じ
り
貧
を
招
く
」
と
今
井
社

長
。
需
要
が
伸
び
れ
ば
当
然
、
新
規
参

入
勢
力
は
増
大
す
る
。
し
か
し
、
投
資

に
よ
り
常
に
一
歩
前
に
進
ん
で
お
け
ば
、

取
引
先
を
つ
な
ぎ
と
め
後
続
を
振
り
切

れ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　
「
こ
の
ご
時
世
、
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら

は
、
品
質
へ
の
厳
し
い
要
求
が
下
り
て

き
ま
す
し
、
頻ひ
ん
ぱ
ん繁
に
監
査
も
行
わ
れ
ま

す
。
硬
度
や
比
重
な
ど
の
検
査
を
完
了

ミキシングロール機 ロール状に巻き上げられたシリコンゴム

万全な検査体制 自動化された生産ライン

THE STRATEGIC MANAGER 2020.2
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長田剛司 十六銀行下呂支店長 古田喜久雄税理士

し
て
出
荷
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
お
墨
付
き
（
Ｂ
ラ
ン

ク
以
上
取
得
）
も
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
当
社
で
は
い
ち
早
く
数
千
万
円
単

位
の
設
備
投
資
を
し
、
検
査
機
器
を
購

入
。
ま
た
、
１
０
０
０
万
円
近
く
を
費

や
し
て
工
程
の
自
動
化
（
ラ
イ
ン
化
）

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　

加
え
て
「
色
付
け
」
も
今
井
ゴ
ム
の

強
み
だ
。
色
素
を
配
合
す
る
設
備
を
整

え
、
日
夜
、
色
調
を
研
究
し
な
が
ら
、

現
在
で
は
約
1
万
色
を
用
意
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
も
他

社
が
で
き
な
い
技
術
で
、
た
と
え
ば
、

大
手
文
具
メ
ー
カ
ー
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
の

グ
リ
ッ
プ
は
１
０
０
％
今
井
ゴ
ム
が
練

り
を
手
が
け
た
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。

銀
行
と
の
信
頼
関
係
構
築

　

そ
れ
に
し
て
も
「
何
に
も
な
い
」
と

こ
ろ
か
ら
、
巨
額
投
資
を
し
て
成
長
を

勝
ち
取
る
に
は
、
展
開
を
読
む
力
と
胆

力
が
必
要
で
あ
る
。
今
井
社
長
に
は
、

そ
の
両
方
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

加
え
て
大
事
な
の
が
、
緻
密
な
計
数
管

理
と
業
績
の
透
明
化
。
つ
ま
り
、
大
胆

な
投
資
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
リ
ス

ク
を
最
小
化
す
る
施
策
で
あ
る
。

　

今
井
ゴ
ム
は
設
立
当
初
か
ら
飛
騨
会

計
事
務
所
の
古
田
喜
久
雄
税
理
士
に
会

計
と
税
務
を
委
託
し
、
自
計
化
（
会

計
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
自
社
で
経
理
業

務
と
業
績
把
握
を
行
う
こ
と
）
に
取
り

組
ん
だ
。
そ
し
て
、
月
次
決
算
、
飛
騨

会
計
事
務
所
に
よ
る
巡
回
監
査
・
書
面

添
付
（
税
理
士
法
第
33
条
の
２
）、
経

営
計
画
の
策
定
な
ど
き
っ
ち
り
と
し
た

財
務
管
理
を
行
い
、
そ
の
信
頼
性
を
ベ

ー
ス
に
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
十
六
銀
行
か

ら
設
備
投
資
や
運
転
資
金
の
調
達
を
行

っ
て
き
た
。

　

同
行
下
呂
支
店
の
長
田
剛
司
支
店
長

は
言
う
。

　
「
今
井
社
長
は
事
業
意
欲
が
旺
盛
で
、

会
社
の
将
来
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る

方
で
す
。
何
事
も
率
先
垂
範
。
朝
早
く

に
出
社
し
て
掃
除
を
さ
れ
、
そ
し
て
帰

宅
も
最
後
と
人
間
的
に
も
立
派
。
と
て

も
信
頼
で
き
る
経
営
者
で
す
」

　

同
社
と
十
六
銀
行
の
信
頼
関
係
を
示

す
好
例
が
あ
る
。

　

２
０
１
８
年
の
秋
、
材
料
メ
ー
カ
ー

で
設
備
的
な
ト
ラ
ブ
ル
が
勃
発
し
、
仕

入
れ
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
た
。
最
長

で
6
カ
月
待
ち
と
い
う
危
機
的
状
況
。

今
井
社
長
は
こ
う
述
懐
す
る
。

　
「
も
う
材
料
の
取
り
合
い
で
す
。
な
ん

と
か
仕
入
れ
先
を
見
つ
け
、
少
な
く
と

も
３
、
４
カ
月
分
の
在
庫
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
し
た
。
不
安
定
な
仕
入
れ
の

状
況
で
は
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
と

は
い
え
先
立
つ
も
の
は
資
金
。
十
六
銀

行
さ
ん
に
お
願
い
し
、
３
０
０
０
万
円

と
４
０
０
０
万
円
の
2
度
、
短
期
の
借

り
入
れ
を
起
こ
し
ま
し
た
」

　

材
料
仕
入
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
今
井

ゴ
ム
は
店
じ
ま
い
す
る
し
か
な
い
。
そ

の
た
め
、
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
時

　THE STRATEGIC MANAGER 2020.2

11



具
体
的
な
話
は
そ
の
場
で
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
い
ま
で
は
最
初

か
ら
融
資
話
へ
と
持
っ
て
い
け
る
。
ず

い
ぶ
ん
楽
に
な
り
ま
し
た
」

　

シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
の
原
材
料
仕
入
れ

の
不
安
定
さ
は
、
現
在
も
変
わ
ら
ず
続

い
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
短
期
借
入

金
の
素
早
い
調
達
は
必
須
。

　

そ
の
意
味
で
も
Ｔ
Ｋ
Ｃ
方
式
の
会
計

に
Ｍ
Ｉ
Ｓ
を
加
え
る
こ
と
で
、
今
井
ゴ

ム
に
と
っ
て
さ
ら
に
ス
ム
ー
ズ
な
資
金

繰
り
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
生
か

す
べ
く
、
も
う
一
段
の
飛
躍
を
目
指
し
、

今
井
社
長
が
計
画
し
て
い
る
の
が
、
こ

れ
ま
で
手
作
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

た
後
工
程
の
自
動
化
で
あ
る
。
こ
れ
は

日
本
で
初
め
て
の
試
み
で
、
よ
り
後
続

を
引
き
離
す
戦
略
で
も
あ
る
。

　
「
当
社
の
よ
う
な
中
小
が
勝
つ
に
は
、

絶
え
ず
前
進
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

現
状
に
甘
ん
じ
て
い
れ
ば
い
ず
れ
誰
か

が
追
い
つ
い
て
き
ま
す
か
ら
」

　

長
男
へ
の
事
業
承
継
を
契
機
に
し
た

補
助
金
制
度
の
活
用
も
含
め
て
、
現
在
、

今
井
社
長
、
古
田
税
理
士
と
長
田
支
店

長
の
３
者
が
、
そ
の
新
た
な
大
規
模
設

備
投
資
の
可
否
に
つ
い
て
鋭
意
検
討
中

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
誌
・
髙
根
文
隆
）

に
で
き
る
だ
け
大
量
に
購
入
す
る
こ
と

で
、
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
行
っ
た
の
だ
。

し
か
し
こ
れ
は
一
方
で
、
経
営
的
な
リ

ス
ク
で
も
あ
る
。
借
入
金
が
一
時
的
に

せ
よ
増
大
す
る
か
ら
だ
。
そ
れ
が
吉
と

出
る
か
凶
と
出
る
か
…
…
。

　

や
は
り
、
今
井
社
長
の
経
営
者
と
し

て
の
嗅
覚
が
働
い
た
と
い
う
べ
き
か
。

結
果
は
「
吉
」
だ
っ
た
。

　
「
こ
の
判
断
を
き
っ
か
け
に
業
績
が
ぐ

ん
と
伸
び
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
〝
今

井
ゴ
ム
に
は
材
料
が
あ
る
〟
と
評
価
さ

れ
、
引
き
合
い
が
増
え
た
の
で
す
」

　

と
は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
柔
軟

な
資
金
繰
り
が
可
能
な
の
は
、
既
述
の

通
り
緻
密
な
財
務
管
理
に
も
と
づ
い
た

今
井
社
長
の
堅
実
経
営
が
あ
っ
て
こ
そ
。

そ
し
て
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の

が
古
田
税
理
士
だ
。
当
時
、「
い
き
な

り
在
庫
が
増
え
て
い
て
驚
い
た
」
と
い

う
古
田
税
理
士
だ
が
、
今
井
社
長
の
管

理
能
力
に
は
賛
辞
を
惜
し
ま
な
い
。

　
「
今
井
ゴ
ム
さ
ん
の
有
利
子
負
債
は
ト

ー
タ
ル
で
１
億
円
程
度
で
す
が
、
大
半

が
5
年
以
内
の
融
資
。
運
転
資
金
は

〝
借
り
た
ら
す
ぐ
に
返
す
〟
と
い
う
の

が
今
井
社
長
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
ま
た
、

以
前
、
発
送
と
納
品
の
ず
れ
を
税
務
当

局
に
指
摘
さ
れ
た
際
に
は
、
す
ぐ
に
在

庫
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、
そ
の

〝
穴
〟
を
カ
バ
ー
さ
れ
ま
し
た
」

　

こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
今
井
社
長
は

計
数
管
理
へ
の
意
識
が
高
い
。
Ｔ
Ｋ
Ｃ

の
販
管
シ
ス
テ
ム
『
Ｓ
Ｘ
２
』、
財
務

シ
ス
テ
ム
『
Ｆ
Ｘ
２
』、
そ
し
て
給
与

シ
ス
テ
ム
『
Ｐ
Ｘ
２
』
を
フ
ル
導
入
し
、

毎
月
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
正
確
に

割
り
出
す
こ
と
で
、
最
善
の
資
金
繰
り

を
模
索
す
る
姿
は
、
前
の
め
り
で
あ
り

な
が
ら
常
に
杖
を
携
帯
す
る
用
意
周
到

さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｓ
で
ス
ム
ー
ズ
な
資
金
繰
り

　

在
庫
保
持
の
た
め
に
十
六
銀
行
か
ら

融
資
を
受
け
た
の
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
、

今
井
ゴ
ム
で
は
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

情
報
サ
ー
ビ
ス
（
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
を
導
入
し

て
い
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｓ
は
、
月
次
試
算
表
、

年
度
決
算
書
な
ど
の
財
務
情
報
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
金
融
機
関
に
開
示
す
る
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
。
こ
れ
が
、
そ
の
後
の

十
六
銀
行
の
今
井
ゴ
ム
に
対
す
る
融
資

を
、
よ
り
迅
速
な
も
の
に
し
た
。

　

十
六
銀
行
下
呂
支
店
の
長
田
支
店
長

は
こ
う
言
う
。

　
「
電
子
申
告
と
ほ
ぼ
同
時
に
同
じ
決
算

書
が
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
に
届
く
そ
の

信
頼
性
と
迅
速
性
が
Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
で
す
。
通
常
、
決
算
書
は
１

カ
月
以
内
に
も
ら
え
れ
ば
御
の
字
で
、

場
合
に
よ
っ
て
は
３
、
４
カ
月
か
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
…
…
。
情
報
を

早
く
つ
か
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
初
動
も
速
く
な
り
、
ま
た
、
あ
ら

か
じ
め
決
算
書
を
読
み
込
ん
で
う
か
が

う
こ
と
で
、
こ
ち
ら
か
ら
具
体
的
な
提

案
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
今
後
は
、

Ｍ
Ｉ
Ｓ
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
決
算
デ
ー

タ
を
当
行
の
財
務
分
析
シ
ス
テ
ム
に
ダ

イ
レ
ク
ト
に
つ
な
げ
る
試
み
も
俎そ
じ
よ
う上
に

上
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
」

　

今
井
社
長
も
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
使
い
勝
手

の
良
さ
を
実
感
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
以
前
は
、
担
当
者
の
方
に
決
算
書
を

取
り
に
き
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、

有限会社今井ゴム
設　立　1994年8月
所在地　岐阜県下呂市乗政1254-2
売上高　約6億円
従業員　16名
ＵＲＬ　http://www.imai-gom.com/
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M
I
S
は
経
営
者
保
証
の
解
除
や

円
滑
な
資
金
調
達
に
つ
な
が
る

　　

─
─
本
日
は
北
陸
経
済
を
支
え
る

三
銀
行
の
幹
部
の
皆
さ
ま
に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
の
皆
さ
ま

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
も
参
考
に
し
な
が
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

は
じ
め
に
T
K
C
北
陸
会
に
お
け

る
T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー

ビ
ス
（
M
I
S
）
の
現
状
確
認
で
す

が
、
T
K
C
会
員
の
法
人
税
申
告
件

数
に
対
す
る
M
I
S
利
用
社
数
の
割

合
は
約
15
％
で
す
。
で
は
こ
こ
で
会

場
の
皆
さ
ん
に
、
M
I
S
に
取
り
組

む
目
的
を
お
聞
き
し
ま
す
（
Q
2
）。

お
よ
そ
9
割
の
方
が
「
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
の
た
め
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
ね
。

会
員
の
お
二
人
は
い
か
が
で
す
か
。

　

谷
口　

関
与
先
の
メ
リ
ッ
ト
の
一

つ
と
し
て
「
経
営
者
保
証
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
適
用
対
象
と
な
り
得
る
要

件
の
一
つ
と
し
て
「
債
権
者
の
請
求

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
財
産
状
況
等

に
つ
い
て
適
時
適
切
に
開
示
し
て
い

る
こ
と
」
と
あ
る
の
で
す
が
、

M
I
S
は
ま
さ
に
こ
の
要
件
を
満
た

す
仕
組
み
で
す
。
経
営
者
保
証
が
解

除
さ
れ
れ
ば
円
滑
な
事
業
承
継
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
推

進
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

高
野　

私
も
、
M
I
S
は
関
与
先

の
た
め
に
も
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
金
融
機
関
が
信
頼
性
の
高

い
決
算
書
を
入
手
で
き
な
け
れ
ば
取

引
先
と
の
「
情
報
の
非
対
称
性
」
が

解
消
せ
ず
、
決
算
書
に
疑
念
を
抱
か

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
企
業
自

身
の
資
金
調
達
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
M
I
S
な
ら
電
子
申
告
し
た

も
の
と
同
じ
決
算
書
等
を
金
融
機
関

に
提
供
す
る
仕
組
み
な
の
で
、
そ
れ

だ
け
で
粉
飾
さ
れ
た
決
算
書
で
は
な

い
こ
と
が
分
か
り
安
心
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
T
K
C
会
員
が
「
税
理
士

■パネリスト
　北陸銀行営業企画部部長	 前田定和氏
　北國銀行取締役支店統括部長兼公務金融室長	 小西利之氏
　福井銀行取締役兼執行役営業支援副本部長　	 佐竹範之氏
　TKC北陸会石川県支部長	 谷口勇一会員
　TKC北陸会中小企業支援委員長	 高野智之会員
■コーディネーター
　TKC北陸会前中小企業支援委員長	 片岡正太郎会員

北
陸
経
済
活
性
化
の
た
め
の

地
域
金
融
機
関
と
の
連
携
強
化

─
─
中
小
企
業
の
永
続
的
発
展
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か

パネルディスカッション

■
と
　
き
：
令
和
元
年
10
月
9
日
㈬

■
と
こ
ろ
：
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢

第
35
回  

T
K
C
北
陸
会
秋
期
大
学
よ
り
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パネルディスカッション

に
よ
る
書
面
添
付
」
や
「
中
小
会
計

要
領
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」、
T
K
C

が
発
行
す
る「
記
帳
適
時
性
証
明
書
」

な
ど
、
信
頼
性
の
高
い
決
算
書
で
あ

る
こ
と
を
示
す
資
料
を
添
付
す
れ
ば

「
情
報
の
非
対
称
性
」
が
解
消
さ
れ

ま
す
。
関
与
先
に
対
す
る
金
融
機
関

か
ら
の
信
頼
が
高
ま
れ
ば
円
滑
な
資

金
調
達
や
金
融
機
関
か
ら
の
支
援
に

つ
な
が
る
な
ど
、
関
与
先
の
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
は
ず
で
す
。

　
金
融
機
関
の
生
産
性
向
上
に
と
っ
て

M
I
S
と
書
面
添
付
は
有
効
な
ツ
ー
ル

　　

─
─
次
に
金
融
機
関
と
し
て
、
福

井
銀
行
の
佐
竹
さ
ん
は
M
I
S
を
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
ま
す
か
。

　

佐
竹　

福
井
銀
行
で
は
、
多
様
化

す
る
取
引
先
の
経
営
課
題
に
対
応
す

る
た
め
に
は
一
歩
踏
み
込
ん
だ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
M
I
S
と
書

面
添
付
は
有
効
か
つ
重
要
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
取
引
先
企
業
か
ら
決
算

書
等
を
な
か
な
か
い
た
だ
け
な
い
、

あ
る
い
は
入
手
で
き
て
も
決
算
書
の

み
で
税
務
申
告
書
や
勘
定
科
目
内
訳

明
細
書
を
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
融
資
後
も
年
に
一
度

決
算
時
に
面
談
す
る
だ
け
で
な
く
、

期
中
で
の
課
題
の
把
握
が
必
要
で
す
。

M
I
S
な
ら
必
要
な
財
務
デ
ー
タ
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
そ
う
し
た
経
営
課
題
の

把
握
に
も
有
効
で
す
。

　

さ
ら
に
、
当
行
で
は
決
算
書
の
信

頼
性
を
高
め
る
書
面
添
付
を
重
視
し

て
お
り
、
決
算
書
と
一
緒
に
M
I
S

で
提
供
い
た
だ
い
た
場
合
、「
経
営

者
保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
対
象
と

し
て
保
証
を
は
ず
す
上
で
の
重
要
な

要
素
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　

─
─
北
國
銀
行
の
小
西
さ
ん
、北
陸

銀
行
の
前
田
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

　

小
西　

北
國
銀
行
は
、
近
年
店
舗

の
見
直
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
融

資
業
務
を
は
じ
め
と
し
た
事
務
の
本

部
集
約
な
ど
、
銀
行
全
体
の
生
産
性

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
取
引
先
か
ら
決
算
書
を

い
た
だ
く
際
、
直
接
事
業
所
に
出
向

い
て
入
手
す
る
ケ
ー
ス
が
ま
だ
多
い
。

M
I
S
が
普
及
し
デ
ー
タ
送
信
が
当

た
り
前
に
な
れ
ば
大
幅
な
事
務
効
率

TKC北陸会秋期大学のパネルディスカッションでは、コーディネーター等からの質問に会場の参加者がスマート…
フォンで回答し、その結果がリアルタイムでスクリーンに表示されるアンケートシステムを採用（一部を下記に…
掲載）。参加者の意見を踏まえながら、パネリストが金融機関と税理士の連携等について意見交換を行った。

Q1  あなたの得意な分野は？

Q4  経営者に数字は必要だと思うか？

Q2  MISに取り組む目的は？ Q3  MISを実践するかしないか？

税務 80（21.7％）

必要 334（97.1％）

不必要 2（0.6％）

どちらでもない 8（2.3％）

TKCのため 26（7.2％）

実践する 336（96.0％）

実践しない 14（4.0％）
会計事務所のため 17（4.7％）

クライアントのため 318（88.1％）
会計 178（48.4％）

保証 15（4.1％）

経営助言 95（25.8％）

はい 327（96.7％）

いいえ 11（3.3％）

期待している 293（88.3％）

期待していない 39（11.7％）

Q5  中小企業の永続的発展には
金融機関との連携は必要か？

Q6  MISを活用した融資商品の開発を
期待していますか？
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化
に
つ
な
が
り
ま
す
し
、
何
よ
り
効

率
化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
時
間
で
、

取
引
先
の
課
題
解
決
に
向
け
た
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
付
加
価
値
の
高

い
業
務
に
時
間
を
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
面
談
の
際
に
経
営
者
に

聞
き
た
い
こ
と
が
添
付
書
面
に
記
載

さ
れ
て
い
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
ヒ
ア

リ
ン
グ
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
意
味
で
も
、
M
I
S
と
書

面
添
付
は
金
融
機
関
に
と
っ
て
も
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

前
田　

北
陸
銀
行
は
2
0
1
9
年

4
月
か
ら
の
中
期
経
営
計
画
に
お
い

て
「
地
域
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
金
融
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
」
を
通
じ
て
お
客
さ

ま
と
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

取
引
先
と
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ

イ
ス
で
質
の
高
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
で
き
る
体
制
構
築
を
進
め
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
も
M
I
S
に
よ

る
業
務
効
率
化
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
当
行
の
中
小
企
業
へ
の

融
資
先
数
に
対
す
る
M
I
S
の
利
用

割
合
は
約
4.6
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

今
後
M
I
S
を
推
進
す
る
施
策
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

金
融
機
関
と
税
理
士
が
経
営
者
に

数
字
の
重
要
性
を
伝
え
る
べ
き

　　

─
─
サ
ブ
テ
ー
マ
で
あ
る
「
中
小

企
業
の
永
続
的
発
展
の
た
め
に
は
何

が
必
要
か
」
に
つ
い
て
、
各
行
の
取

り
組
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

小
西　

ま
ず
は
取
引
先
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
こ
と

で
経
営
課
題
を
把
握
し
、
解
決
に
向

け
た
支
援
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

当
行
は
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
地

域
経
済
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
対
象
と
し
た
支
援
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
石

川
県
に
は
山
中
漆
器
と
い
う
名
産
品

が
あ
り
ま
す
。
業
界
全
体
の
課
題
と

し
て
、
職
人
の
高
齢
化
に
よ
る
生
産

力
の
低
下
、
ア
ナ
ロ
グ
で
非
効
率
な

受
発
注
業
務
な
ど
問
題
が
山
積
し
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
職
人
さ
ん
や
関

係
者
と
何
度
も
対
話
を
重
ね
、
山
中

漆
器
業
界
全
体
の
工
程
管
理
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
支
援
し
た
こ
と
で
、
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

前
田　

わ
れ
わ
れ
金
融
機
関
は
取

引
先
の
事
業
内
容
の
す
べ
て
を
把
握

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
取

引
先
を
支
援
す
る
た
め
に
は
、
正
確

な
財
務
諸
表
と
経
営
者
へ
の
丁
寧
な

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の

分
析
結
果
を
経
営
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
こ
と
で
よ
り
深
い
対
話
を

行
い
、
経
営
課
題
の
共
有
に
基
づ
い

た
最
適
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
提

供
す
る
こ
と

を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

そ
う
し
た

コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
の
一

つ
が
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン

グ
で
す
。
当

行
は
東
京
、

大
阪
、
名
古

屋
、
北
海
道

と
い
っ
た
地

域
に
も
店
舗

を
有
し
て
い

ま
す
の
で
、

例
え
ば
販
路

拡
大
や
原
材

料
の
調
達
先
の
確
保
に
悩
ん
で
い
る

取
引
先
が
あ
れ
ば
、
こ
の
支
店
網
を

活
か
し
た
情
報
提
供
や
面
談
の
場
の

ア
レ
ン
ジ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際

に
、
福
井
県
と
北
海
道
の
取
引
先
同

士
を
引
き
合
わ
せ
M
&
A
に
つ
な
げ

た
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

佐
竹　

現
在
福
井
県
で
は
、
北
陸

新
幹
線
の
延
伸
に
向
け
沿
線
各
駅
に

お
け
る
再
開
発
が
な
さ
れ
て
お
り
、

北陸銀行 前田定和氏北國銀行 小西利之氏福井銀行 佐竹範之氏
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パネルディスカッション

地
域
の
観
光
産
業
を
は
じ
め
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
期
待
で
き
ま

す
。
当
行
で
は
、
そ
う
し
た
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
す
た
め
の
経
営
支
援
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
支
援
の
中
で
感
じ
る
の

は
、
経
営
数
値
に
対
す
る
意
識
が
高

い
経
営
者
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
金
融
機
関
と
税
理

士
が
一
緒
に
な
っ
て
経
営
者
に
数
字

の
重
要
性
を
伝
え
続
け
る
こ
と
が
、

企
業
の
成
長
発
展
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
実
際
、
私
が
支
店
長
を
し

て
い
た
時
、
税
理
士
の
方
と
協
力
し

て
取
引
先
の
課
題
解
決
に
成
功
し
た

経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
金

融
機
関
と
税
理
士
の
皆
さ
ん
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
で
、

地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

─
─
で
は
会
場
の
皆
さ
ん
に
「
経

営
者
に
数
字
は
必
要
か
」（
Q
4
）、

「
中
小
企
業
の
永
続
的
発
展
に
は
金

融
機
関
と
税
理
士
の
連
携
が
必
要

か
」（
Q
5
）
を
お
聞
き
し
ま
す
。

こ
の
結
果
を
見
て
、
高
野
会
員
は
い

か
が
で
す
か
。

　

高
野　

今
金
融
機
関
は
取
引
先
の

事
業
性
評
価
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
入
口
は
信
頼
性
の
高
い
財

務
デ
ー
タ
で
す
。
そ
う
し
た
財
務
デ

ー
タ
を
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
コ
ス
ト
を

か
け
ず
に
入
手
す
る
た
め
に
、
中
小

企
業
に
伴
走
支
援
し
て
い
る
わ
れ
わ

れ
税
理
士
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

M
I
S
の
件
数
が
増
え
れ
ば

専
用
融
資
商
品
の
開
発
も
検
討

　　

─
─
各
行
の
皆
さ
ま
か
ら
参
加
者

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
田　

当
行
が
実
施
し
て
い
る
取

引
先
へ
の
経
営
支
援
に
お
い
て
、
皆

さ
ま
が
実
践
し
て
い
る
M
I
S
や
書

面
添
付
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
で
き
ま
し
た
。
当
行
に
は

ま
だ
M
I
S
を
活
用
し
た
融
資
商
品

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
件
数
が
増

え
て
く
れ
ば
取
引
先
へ
の
金
融
サ
ー

ビ
ス
の
一
環
と
し
て
検
討
が
可
能
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
引
き
続
き

M
I
S
を
推
進
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

佐
竹　

皆
さ
ま
が
中
小
企
業
支
援

に
お
い
て
「
金
融
機
関
と
の
連
携
が

必
要
」
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
大
変
心
強
い
で
す
。
当
行
と
し
て

も
M
I
S
で
提
供
い
た
だ
い
た
決
算

書
を
最
大
限
尊
重
し
て
い
き
ま
す
し
、

さ
ら
な
る
連
携
強
化
の
た
め
、
今
後

も
定
期
的
に
交
流
会
を
開
い
て
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

小
西　

M
I
S
や
書
面
添
付
に
対

す
る
皆
さ
ま
の
熱
意
、
そ
し
て
金
融

機
関
と
取
引
先
に
と
っ
て
い
か
に
重

要
な
仕
組
み
で
あ
る
か
が
改
め
て
理

解
で
き
ま
し
た
。
今
後
M
I
S
の
利

用
件
数
が
増
え
れ
ば
専
用
融
資
商
品

の
開
発
も
検
討
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

金
融
機
関
は
企
業
の
交
渉
相
手
で

は
な
く
相
談
相
手
で
す
。
ぜ
ひ
一
緒

に
地
域
企
業
の
発
展
の
た
め
に
連
携

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

─
─
会
場
の
皆
さ
ん
に
M
I
S
の

専
用
商
品
の
開
発
を
期
待
す
る
か
お

聞
き
し
ま
す
（
Q
6
）。
約
9
割
の

方
が
期
待
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

前
向
き
な
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

で
は
最
後
に
谷
口
会
員
、
高
野
会

員
か
ら
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　

谷
口　

本
日
参
加
さ
れ
て
い
る
職

員
の
皆
さ
ん
、
月
次
巡
回
監
査
に
誇

り
と
自
信
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
汗
と
涙
の
結
晶
で
あ
る
信
頼

性
の
高
い
決
算
書
等
を
、
M
I
S
で

金
融
機
関
に
提
供
し
ま
し
ょ
う
!

　

高
野　
「
社
会
の
納
得
」
を
得
て

「
T
K
C
ブ
ラ
ン
ド
」
を
構
築
す
る

た
め
に
は
、
こ
こ
に
い
る
会
員
・
職

員
の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
ぜ

ひ
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
!

　
（
構
成
／
T
K
C
出
版 

村
井
剛
大
）

谷口勇一会員高野智之会員コーディネーター／片岡正太郎会員
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対
応
と
し
て
「
ス
マ
ー
ト
税
務
行
政
」
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
と
説
明
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
申
告
や
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
る
税
務
相
談
の
効
率
化

な
ど
の
将
来
像
を
示
し
、
書
面
添
付
制
度
に
つ

い
て
は
「
質
の
高
い
添
付
書
面
は
国
税
当
局
と

し
て
価
値
を
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
、
濱
田
秀
文
T
K
C
全
国
会
書
面
添

付
推
進
委
員
長
が
、
書
面
添
付
制
度
の
概
要
や

事
務
所
経
営
に
お
け
る
書
面
添
付
の
活
用
等
に

つ
い
て
発
表
し
た
。

T
K
C
会
員
と
金
融
機
関
か
ら
気
づ
き
を
発
表

　

休
憩
を
挟
み
、
財
務
省
近
畿
財
務
局
理
財
部

検
査
監
理
官
の
野
村

俊
之
氏
が
「
地
域
金

融
と
金
融
行
政
」
に

つ
い
て
解
説
。
現
在

金
融
庁
は
、
地
域
金

融
機
関
が
顧
客
と
の

質
の
高
い
添
付
書
面
の
提
出
を
期
待

　

近
畿
4
地
域
会
（
近
畿
京
滋
会
、
近
畿
大
阪

会
、
南
近
畿
会
、
近
畿
兵
庫
会
）
合
同
の
書
面

添
付
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
令
和
元
年
11
月
12
日
㈫

に
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
大
阪
で
開
催
さ

れ
、
会
員
・
職
員
等
約
2
7
0
名
、
金
融
機
関

か
ら
約
1
0
0
名
が
参
加
し
た
。

　

野
垣
浩
近
畿
大
阪
会
会
長
が
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
目
的
を
説
明
し
た
後
、
大
阪
国
税
局

課
税
総
括
課
課
長
補
佐
の
尾
山
敏
晴
氏
が
「
税

務
行
政
の
将
来
像
及
び
書
面
添
付
制
度
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
。
尾
山
氏
は

「
I
C
T
・
A
I
の

進
展
」
や
「
調
査
・

徴
収
の
複
雑
・
困
難

化
」
と
い
っ
た
税
務

行
政
の
環
境
変
化
と
、

こ
う
し
た
変
化
へ
の

２
０
１
９
年
の
書
面
添
付
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
盛
況
の
う
ち
に
終
了
！

昨
年
「
こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
金
融
に
お
け
る
税
理
士
と
書
面
添
付
の
役
割
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
全
国
48
会
場
で
4
0
0
0
人
超
の
会
員
・
職
員
及
び
金
融
機
関
役

職
員
が
参
加
し
た
書
面
添
付
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
そ
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
濱
田
秀
文
書
面
添
付
推
進
委
員
長
が
講
演
し
た
T
K
C
近
畿
4
地
域
会
（
大
阪
会
場
）
と
、

T
K
C
関
東
信
越
会
（
松
本
会
場
）、
T
K
C
九
州
会
（
熊
本
会
場
）
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。（
な
お
、
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
今
年
も
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
）

T
K
C
近
畿
4
地
域
会

尾山敏晴課長補佐

野村俊之検査監理官
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TKC 2020・2

書面添付推進

「
共
通
価
値
の
創
造
」
に
根
ざ
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
確
立
で
き
る
よ
う
に
、
①
金
融
デ
ジ

タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
推
進
、
②
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
③

金
融
仲
介
機
能
の
十
分
な
発
揮
と
金
融
シ
ス
テ

ム
の
安
定
の
確
保
─
─
な
ど
、
利
用
者
・
受
益

者
の
視
点
に
立
っ
た
「
新
時
代
の
金
融
サ
ー
ビ

ス
」
を
推
進
し
て
い
る
と
強
調
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
金
融
機
関

か
ら
見
た
信
頼
で
き
る
決
算
書
」
を
テ
ー
マ
に
、

以
下
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で

行
わ
れ
た
。

■
パ
ネ
リ
ス
ト

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
大
阪
支
店

　

筆
頭
副
事
業
統
轄　

池
田
尚
志
氏

　

三
菱
U
F
J
銀
行
T
K
C
事
業
室
室
長
代
理

　

渡
辺　

誠
氏

　

但
馬
銀
行
法
人
営
業
部
営
業
推
進
課
課
長

　

宿
院
正
夫
氏

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

T
K
C
近
畿
兵
庫
会
中
小
企
業
支
援
委
員
長

津
田
弘
一
会
員

　

3
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
金
融
機
関
の
融
資

審
査
に
お
け
る
書
面
添
付
や
T
K
C
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
M
I
S
）
の
活
用
事
例

等
を
発
表
。
最
後
に
津
田
会
員
が
金
融
機
関
と

税
理
士
の
さ
ら
な
る
連
携
を
呼
び
か
け
た
。

　

最
後
に
、
T
K
C
会
員
、
金
融
機
関
各
1
名
か

ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

得
た
気
づ
き
の
発
表

が
あ
り
、
金
融
機
関

を
代
表
し
て
北
お
お

さ
か
信
用
金
庫
審
査

部
部
長
代
理
の
辻
澤

修
氏
が
「
当
信
金
は
M
I
S
の
利
用
を
推
進
し

て
お
り
、
現
在
4
3
1
の
取
引
先
企
業
か
ら
利

用
申
込
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
本
日
は

税
理
士
の
皆
さ
ま
が
そ
の
資
格
を
か
け
て
書
面

添
付
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で

き
ま
し
た
。
今
後
、
添
付
書
面
や
記
帳
適
時
性

証
明
書
を
融
資
先
へ
の
支
援
に
役
立
て
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終

了
し
た
。

TKC近畿4地域会書面添付シンポジウム
参加金融機関等一覧（金融機関コード順）

■三菱UFJ銀行

■三井住友銀行

■りそな銀行

■関西みらい銀行

■池田泉州銀行

■南都銀行

■紀陽銀行

■但馬銀行

■大正銀行

■京都信用金庫

■大阪シティ信用金庫

■大阪商工信用金庫

■永和信用金庫

■北おおさか信用金庫

■奈良信用金庫

■奈良中央信用金庫

■兵庫信用金庫

■尼崎信用金庫

■中兵庫信用金庫

■商工組合中央金庫

■日本政策金融公庫

■大阪信用保証協会

■滋賀県信用保証協会

■大阪府経営改善支援センター

■大阪中小企業投資育成

計104名

辻澤  修氏

左から津田会員、日本公庫池田氏、三菱 UFJ 銀行渡辺氏、但馬銀行宿院氏
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「ＴＫＣモニタリング情報サービス」
金融機関別 利用申込件数一覧

令和2年2月6日現在

金融機関名 本店
所在地 サービス開始日

利用申込件数

金融機関名 本店
所在地 サービス開始日

利用申込件数

決算書等
提供
サービス

月次試算表
提供

サービス

決算書等
提供

サービス

月次試算表
提供

サービス

【政府系金融機関】 【信用金庫】(上位30庫）
1 日本政策金融公庫（国民生活事業） 東 京 都 平成30年10月 28,396 - 1 浜松磐田信用金庫 静 岡 県 平成29年 1月 1,730 400
2 商工組合中央金庫 東 京 都 平成29年 7月 4,519 900 2 多摩信用金庫 東 京 都 平成29年 8月 1,359 168

【都市銀行】 3 京都信用金庫 京 都 府 平成28年11月 1,242 191
1 三菱UFJ銀行 東 京 都 平成29年 2月 3,917 646 4 埼玉縣信用金庫 埼 玉 県 平成30年12月 1,163 126
2 三井住友銀行 東 京 都 平成29年10月 3,383 375 5 しずおか焼津信用金庫 静 岡 県 平成29年 6月 1,024 365
3 りそな銀行 大 阪 府 平成29年10月 1,885 183 6 西武信用金庫 東 京 都 平成28年12月 937 117
4 埼玉りそな銀行 埼 玉 県 平成29年10月 1,529 225 7 大阪シティ信用金庫 大 阪 府 平成30年 5月 883 52
5 みずほ銀行※予約受付中 東 京 都 令和元年 9月 1,300 178 8 京都中央信用金庫 京 都 府 平成29年 1月 872 87

【地方銀行・第二地方銀行】（上位50行） 9 岐阜信用金庫 岐 阜 県 平成28年10月 867 87
1 静岡銀行 静 岡 県 平成29年 3月 3,154 724 10 巣鴨信用金庫 東 京 都 平成29年 5月 857 131
2 中国銀行 岡 山 県 平成28年12月 2,339 267 11 広島信用金庫 広 島 県 平成30年 6月 857 54
3 北洋銀行 北 海 道 平成29年 1月 2,327 143 12 城北信用金庫 東 京 都 平成30年 5月 825 119
4 八十二銀行 長 野 県 平成30年 5月 2,273 321 13 島田掛川信用金庫 静 岡 県 平成30年11月 811 279
5 足利銀行 栃 木 県 平成28年10月 2,176 249 14 横浜信用金庫 神奈川県 平成29年12月 730 40
6 群馬銀行 群 馬 県 平成29年 1月 1,997 219 15 朝日信用金庫 東 京 都 平成28年10月 720 67
7 千葉銀行 千 葉 県 平成29年 2月 1,877 310 16 東京東信用金庫 東 京 都 平成29年 1月 719 91
8 常陽銀行 茨 城 県 平成28年10月 1,873 286 17 飯能信用金庫 埼 玉 県 平成29年 6月 700 81
9 広島銀行 広 島 県 平成28年11月 1,854 217 18 北海道信用金庫 北 海 道 平成29年 3月 697 33
10 北陸銀行 富 山 県 平成29年 4月 1,771 155 19 おかやま信用金庫 岡 山 県 平成29年 9月 690 100
11 栃木銀行 栃 木 県 平成28年10月 1,674 191 20 岡崎信用金庫 愛 知 県 平成28年10月 651 108
12 京都銀行 京 都 府 平成30年 7月 1,550 156 21 帯広信用金庫 北 海 道 平成29年 1月 648 36
13 西日本シティ銀行 福 岡 県 平成29年 5月 1,505 137 22 川崎信用金庫 神奈川県 平成29年11月 600 33
14 鹿児島銀行 鹿児島県 平成29年 7月 1,432 159 23 鹿児島相互信用金庫 鹿児島県 平成30年 9月 575 58
15 山陰合同銀行 島 根 県 平成28年11月 1,335 166 24 青梅信用金庫 東 京 都 平成28年12月 568 52
16 武蔵野銀行 埼 玉 県 平成30年 8月 1,333 159 25 碧海信用金庫 愛 知 県 平成30年 7月 555 90
17 福岡銀行 福 岡 県 平成29年 3月 1,306 158 26 三島信用金庫 静 岡 県 平成29年 3月 549 93
18 北國銀行 石 川 県 平成28年11月 1,306 178 27 城南信用金庫 東 京 都 平成30年 2月 545 42
19 横浜銀行 神奈川県 平成28年12月 1,286 98 28 瀬戸信用金庫 愛 知 県 平成29年 2月 527 58
20 十六銀行 岐 阜 県 平成28年12月 1,273 161 29 北おおさか信用金庫 大 阪 府 平成31年 1月 518 49
21 伊予銀行 愛 媛 県 平成28年11月 1,252 109 30 遠州信用金庫 静 岡 県 平成28年10月 506 155
22 名古屋銀行 愛 知 県 平成31年 2月 1,205 131 上記以外の信用金庫 計 30,233 4,335
23 東邦銀行 福 島 県 平成29年 1月 1,175 123
24 きらぼし銀行 東 京 都 平成29年 7月 1,153 109 【信用組合】(上位5組合）
25 七十七銀行 宮 城 県 令和元年 6月 1,114 209 1 長野県信用組合 長 野 県 平成28年10月 531 163
26 京葉銀行 千 葉 県 平成29年 8月 1,114 159 2 茨城県信用組合 茨 城 県 平成29年12月 491 45
27 百五銀行 三 重 県 平成28年10月 1,079 161 3 広島市信用組合 広 島 県 平成30年 2月 258 17
28 第四銀行 新 潟 県 平成29年 7月 1,044 182 4 兵庫県信用組合 兵 庫 県 平成30年12月 223 36
29 トマト銀行 岡 山 県 平成28年12月 1,033 120 5 新潟縣信用組合 新 潟 県 平成30年11月 219 34
30 滋賀銀行 滋 賀 県 平成29年 1月 1,024 127 上記以外の信用組合 計 4,024 615
31 関西みらい銀行 大 阪 府 平成29年10月 1,015 84
32 大垣共立銀行 岐 阜 県 平成28年10月 1,000 119 【信用保証協会】(上位5協会）
33 北海道銀行 北 海 道 平成29年 4月 997 72 1 北海道信用保証協会 北 海 道 令和元年 6月 1,229 29
34 沖縄銀行 沖 縄 県 平成28年11月 968 62 2 岐阜県信用保証協会 岐 阜 県 平成30年 7月 1,099 95
35 池田泉州銀行 大 阪 府 平成29年 5月 949 100 3 愛知県信用保証協会 愛 知 県 平成29年 5月 1,032 114
36 山口銀行 山 口 県 平成28年11月 912 143 4 静岡県信用保証協会 静 岡 県 平成28年12月 748 308
37 もみじ銀行 広 島 県 平成28年11月 894 100 5 名古屋市信用保証協会 愛 知 県 平成30年 1月 608 60
38 清水銀行 静 岡 県 平成29年 4月 885 290 上記以外の信用保証協会 計 3,569 629
39 筑波銀行 茨 城 県 平成29年 3月 880 98
40 愛知銀行 愛 知 県 平成31年 3月 858 123 ■ 金融機関区分別集計
41 百十四銀行 香 川 県 平成28年12月 855 79

金融機関区分 全金融
機関数

モニタリング情報サービス利用金融機関
42 秋田銀行 秋 田 県 平成29年 5月 829 74

金融機関数

利用申込件数
43 山形銀行 山 形 県 平成29年 8月 810 146 決算書等

提供
サービス

月次試算表
提供

サービス
44 岩手銀行 岩 手 県 平成30年 4月 792 98
45 肥後銀行 熊 本 県 平成29年 5月 777 60
46 東和銀行 群 馬 県 平成28年10月 776 108 1 都銀・政府系 9 9 45,925 3,997
47 宮崎銀行 宮 崎 県 平成28年11月 775 81 2 地銀・第二地銀 102 101 86,522 11,020
48 北越銀行 新 潟 県 平成30年 6月 766 94 3 信用金庫 256 236 54,158 7,697
49 中京銀行 愛 知 県 平成28年10月 750 173 4 信用組合 131 56 5,746 910
50 第三銀行 三 重 県 平成28年10月 690 106 5 信用保証協会 51 28 8,285 1,235

上記以外の地銀・第二地銀 計 22,510 2,926 6 その他 - 4 100 20
7 合計 549 434 200,736 24,879 20



■ 都市銀行等
みずほ銀行
三菱UFJ銀行
りそな銀行
三井住友銀行
商工組合中央金庫
日本政策金融公庫（国民生活事業）
日本政策金融公庫（農林水産事業）
沖縄振興開発金融公庫

■ 北海道
北海道銀行
北洋銀行
北海道信用金庫
室蘭信用金庫
空知信用金庫
苫小牧信用金庫
北門信用金庫
北空知信用金庫
日高信用金庫
渡島信用金庫
道南うみ街信用金庫
旭川信用金庫
稚内信用金庫
留萌信用金庫
北星信用金庫
帯広信用金庫
釧路信用金庫
大地みらい信用金庫
北見信用金庫
網走信用金庫
遠軽信用金庫
北央信用組合
空知商工信用組合
十勝信用組合
釧路信用組合
北海道信用保証協会

■ 青森県
青森銀行
みちのく銀行
青い森信用金庫

■ 岩手県
岩手銀行
東北銀行
北日本銀行
盛岡信用金庫
一関信用金庫
北上信用金庫
花巻信用金庫
水沢信用金庫

■ 宮城県
七十七銀行
仙台銀行
杜の都信用金庫
宮城第一信用金庫
石巻信用金庫
仙南信用金庫
気仙沼信用金庫
石巻商工信用組合
仙北信用組合

■ 秋田県
秋田銀行
北都銀行
秋田信用金庫
羽後信用金庫
秋田県信用組合
秋田県信用保証協会

■ 山形県
荘内銀行
山形銀行
きらやか銀行
山形信用金庫
米沢信用金庫
鶴岡信用金庫
新庄信用金庫

■ 福島県
東邦銀行
福島銀行
大東銀行
会津信用金庫
郡山信用金庫
白河信用金庫

須賀川信用金庫
ひまわり信用金庫
あぶくま信用金庫
二本松信用金庫
福島信用金庫
福島県商工信用組合
いわき信用組合
相双五城信用組合
会津商工信用組合

■ 茨城県
常陽銀行
筑波銀行
水戸信用金庫
結城信用金庫
茨城県信用組合

■ 栃木県
足利銀行
栃木銀行
足利小山信用金庫
栃木信用金庫
鹿沼相互信用金庫
佐野信用金庫
大田原信用金庫
烏山信用金庫
真岡信用組合
那須信用組合
栃木県信用保証協会

■ 群馬県
群馬銀行
東和銀行
高崎信用金庫
桐生信用金庫
アイオー信用金庫
利根郡信用金庫
館林信用金庫
北群馬信用金庫
しののめ信用金庫
あかぎ信用組合
群馬県信用組合
ぐんまみらい信用組合
群馬県信用保証協会

■ 埼玉県
埼玉りそな銀行
武蔵野銀行
埼玉縣信用金庫
川口信用金庫
青木信用金庫
飯能信用金庫

■ 千葉県
千葉銀行
千葉興業銀行
京葉銀行
千葉信用金庫
銚子信用金庫
東京ベイ信用金庫
館山信用金庫
佐原信用金庫
房総信用組合
銚子商工信用組合
君津信用組合

■ 東京都
きらぼし銀行
東日本銀行
朝日信用金庫
興産信用金庫
さわやか信用金庫
東京シティ信用金庫
芝信用金庫
東京東信用金庫
東榮信用金庫
亀有信用金庫
小松川信用金庫
足立成和信用金庫
東京三協信用金庫
西京信用金庫
西武信用金庫
城南信用金庫
昭和信用金庫
東京信用金庫
城北信用金庫
瀧野川信用金庫
巣鴨信用金庫

青梅信用金庫
多摩信用金庫
文化産業信用組合
青和信用組合
中ノ郷信用組合
大東京信用組合
第一勧業信用組合

■ 神奈川県
横浜銀行
神奈川銀行
横浜信用金庫
かながわ信用金庫
湘南信用金庫
川崎信用金庫
平塚信用金庫
さがみ信用金庫
中栄信用金庫
中南信用金庫
横浜市信用保証協会

■ 新潟県
第四銀行
北越銀行
大光銀行
新潟信用金庫
長岡信用金庫
三条信用金庫
新発田信用金庫
柏崎信用金庫
上越信用金庫
新井信用金庫
村上信用金庫
加茂信用金庫
新潟縣信用組合
協栄信用組合
糸魚川信用組合

■ 富山県
北陸銀行
富山銀行
富山第一銀行
富山信用金庫
高岡信用金庫
新湊信用金庫
にいかわ信用金庫
氷見伏木信用金庫
砺波信用金庫
石動信用金庫
富山県医師信用組合
富山県信用組合
富山県信用保証協会

■ 石川県
北國銀行
金沢信用金庫
のと共栄信用金庫
北陸信用金庫
鶴来信用金庫
興能信用金庫
金沢中央信用組合
石川県医師信用組合
石川県信用保証協会

■ 福井県
福井銀行
福邦銀行
福井信用金庫
敦賀信用金庫
小浜信用金庫
越前信用金庫
福井県信用保証協会

■ 山梨県
山梨中央銀行
甲府信用金庫
山梨信用金庫
山梨県民信用組合
都留信用組合
山梨県信用保証協会

■ 長野県
八十二銀行
長野銀行
長野信用金庫
松本信用金庫
上田信用金庫
諏訪信用金庫

飯田信用金庫
アルプス中央信用金庫
長野県信用組合
長野県信用保証協会
長野県信用農業協同組合連合会

■ 岐阜県
大垣共立銀行
十六銀行
岐阜信用金庫
大垣西濃信用金庫
高山信用金庫
東濃信用金庫
関信用金庫
八幡信用金庫
岐阜商工信用組合
飛騨農業協同組合
飛騨信用組合
益田信用組合
岐阜県信用保証協会
岐阜市信用保証協会

■ 静岡県
静岡銀行
スルガ銀行
清水銀行
静岡中央銀行
しずおか焼津信用金庫
静清信用金庫
浜松磐田信用金庫
沼津信用金庫
三島信用金庫
富士宮信用金庫
島田掛川信用金庫
富士信用金庫
遠州信用金庫
静岡県医師信用組合
静岡県信用漁業協同組合連合会
静岡県信用保証協会

■ 愛知県
愛知銀行
名古屋銀行
中京銀行
愛知信用金庫
豊橋信用金庫
岡崎信用金庫
いちい信用金庫
瀬戸信用金庫
半田信用金庫
知多信用金庫
豊川信用金庫
豊田信用金庫
碧海信用金庫
西尾信用金庫
蒲郡信用金庫
尾西信用金庫
東春信用金庫
愛知県医師信用組合
豊橋商工信用組合
愛知県中央信用組合
愛知県信用保証協会
名古屋市信用保証協会

■ 三重県
三重銀行
百五銀行
第三銀行
北伊勢上野信用金庫
桑名三重信用金庫
三重県信用保証協会

■ 滋賀県
滋賀銀行
滋賀中央信用金庫
長浜信用金庫
湖東信用金庫
滋賀県信用組合

■ 京都府
京都銀行
京都信用金庫
京都中央信用金庫
京都北都信用金庫
京都信用保証協会

■ 大阪府
関西みらい銀行

池田泉州銀行
大阪信用金庫
大阪シティ信用金庫
大阪商工信用金庫
永和信用金庫
北おおさか信用金庫
枚方信用金庫

■ 兵庫県
但馬銀行
みなと銀行
神戸信用金庫
姫路信用金庫
播州信用金庫
兵庫信用金庫
日新信用金庫
淡路信用金庫
但馬信用金庫
西兵庫信用金庫
中兵庫信用金庫
但陽信用金庫
兵庫県信用組合
淡陽信用組合
兵庫県信用農業協同組合連合会
兵庫県信用保証協会

■ 奈良県
南都銀行
奈良信用金庫
大和信用金庫
奈良中央信用金庫

■ 和歌山県
紀陽銀行
新宮信用金庫
きのくに信用金庫

■ 鳥取県
鳥取銀行
鳥取信用金庫
米子信用金庫
倉吉信用金庫
鳥取県信用保証協会

■ 島根県
山陰合同銀行
島根銀行
しまね信用金庫
日本海信用金庫
島根中央信用金庫
島根益田信用組合
島根県信用保証協会

■ 岡山県
中国銀行
トマト銀行
おかやま信用金庫
水島信用金庫
津山信用金庫
玉島信用金庫
備北信用金庫
吉備信用金庫
備前日生信用金庫
笠岡信用組合

■ 広島県
広島銀行
もみじ銀行
広島信用金庫
呉信用金庫
しまなみ信用金庫
広島市信用組合
広島県信用組合
両備信用組合

■ 山口県
山口銀行
西京銀行
萩山口信用金庫
西中国信用金庫
東山口信用金庫
山口県信用保証協会

■ 徳島県
阿波銀行
徳島大正銀行
徳島信用金庫
阿南信用金庫

■ 香川県
百十四銀行
香川銀行
高松信用金庫
香川県信用組合

■ 愛媛県
伊予銀行
愛媛銀行
愛媛信用金庫
宇和島信用金庫
愛媛県信用保証協会

■ 高知県
四国銀行
高知銀行
幡多信用金庫
高知県信用保証協会

■ 福岡県
福岡銀行
筑邦銀行
西日本シティ銀行
北九州銀行
福岡中央銀行
福岡ひびき信用金庫
大牟田柳川信用金庫
筑後信用金庫
飯塚信用金庫
大川信用金庫

■ 佐賀県
佐賀銀行
佐賀共栄銀行
唐津信用金庫
佐賀信用金庫
伊万里信用金庫
九州ひぜん信用金庫
佐賀東信用組合
佐賀西信用組合
佐賀県信用保証協会

■ 長崎県
十八銀行
親和銀行
長崎銀行
たちばな信用金庫
長崎県信用保証協会

■ 熊本県
肥後銀行
熊本銀行
熊本信用金庫
熊本第一信用金庫
熊本中央信用金庫
天草信用金庫
熊本県信用組合

■ 大分県
大分銀行
豊和銀行
大分信用金庫
大分みらい信用金庫
日田信用金庫
大分県信用組合
大分県信用保証協会

■ 宮崎県
宮崎銀行
宮崎太陽銀行
宮崎第一信用金庫
延岡信用金庫
高鍋信用金庫

■ 鹿児島県
鹿児島銀行
南日本銀行
鹿児島信用金庫
鹿児島相互信用金庫
鹿児島興業信用組合
鹿児島県信用保証協会

■ 沖縄県
琉球銀行
沖縄銀行
沖縄海邦銀行
コザ信用金庫
沖縄県信用保証協会

「ＴＫＣモニタリング情報サービス」
全国の採用金融機関一覧（434機関）

令和2年2月12日現在
都道府県別、金融機関コード順

21



3

4

システム連携

支店でMISを利用

Ｂ都銀：金融機関内のシステムと連携

Ｃ信金：全支店でのモニタリング情報サービス運用

本社

インターネット用PC

決算書データ読込システム

支店

データエントリ部

データエントリ部

財務分析システム等

財務分析システム等

読込用フォルダ

PDF閲覧

行内システム

行内システム

一括ダウンロード

・ＭＩＳの利用は本社のみ

・本社担当者が一括ダウンロードしたデータをイントラ
ネット上の所定のフォルダに移動

・ＭＩＳの決算書ＣＳＶデータを、システムが自動読込

・支店は、ＰＤＦ全文書が閲覧可能

・ＭＩＳを全支店で利用

・各拠点にインターネット接続用ＰＣ設置

・財務分析システム等への決算書登録は、支店
から従来の流れで登録

インターネット

イントラネット

イントラネット

ポイント

ポイント

■連携サービスを提供している決算書入力システム（五十音順）
『CASTER』　三井情報株式会社
http://www.mki.co.jp/biz/solution/financial/credit_business/caster/index.html
お問合せ先：金融・コンタクトセンター営業本部 金融第一営業部 地域営業室 川合様

TEL：03-6376-1114　E-Mail：regionalbank-sales-dg@mki.co.jp

『SCORE LINK』　 TIS株式会社
https://www.tis.jp/service_solution/yoshin/
お問合せ先：フィナンシャル事業企画部 SCORE LINK営業担当様

TEL：TEL：03-5337-4297　E-Mail：scorelink@ml.tis.co.jp

『決算書リーディングシステム』　株式会社情報企画
http://www.jyohokikaku.co.jp/system/system_kessanshoreading.html
お問合せ先：大阪営業部 真田様

TEL：06-6265-8530　E-Mail：sanada@jyohokikaku.co.jp

TKCモニタリング情報サービスからダウンロードしたデータ（XBRLまたはCSV形式）をご利⽤の決算書⼊
力システムに取り込むことで、決算書データの⼿⼊⼒やOCR処理にかかる作業負担を軽減できます。

本社

インターネット用PC

支店A

インターネット用PC

支店B

インターネット用PC

インターネット

決算書入力システムへの連携サービスのご紹介
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TKCモニタリング情報サービス
運 用 事 例 の ご 紹 介

金融機関の

TKCモニタリング情報サービス（以下、MISといいます）の利用申込件数増加により、手作業に
よる振り分けからRPAによる自動化、システム連携、支店でのMIS利用など、運用方法を切り替
える金融機関が増えてきました。今回は4つの運用事例をご紹介します。

1

2

手作業による振り分け

支店振り分けを自動化

本社で支店への振り分けを手作業で実施

Ａ地銀：本店で支店への振り分けを自動化

本社

本社

インターネット用PC

インターネット用PC

手作業

自動振り分けプログラム
（RPA利用ケースも有り）

支店

支店

データエントリ部

データエントリ部

財務分析システム等

財務分析システム等

振り分け用フォルダ

振り分け用フォルダ

行内システム

行内システム

一括ダウンロード

一括ダウンロード

・ＭＩＳの利用は本社のみ

・ダウンロードしたファイル名から担当支店を判定し、支店
が閲覧可能なフォルダへ格納（メールで送信、紙で郵送
するケースもあります）

・財務分析システム等への決算書登録は、支店から従来の
流れで登録

・ＭＩＳの利用は本社のみ

・本社担当者が一括ダウンロードしたデータをイントラ
ネット上のフォルダに移動

・ダウンロードしたファイル名から担当支店を判定し、所定
のフォルダへ振り分けるプログラム（ＲＰＡなど）を開発

・財務分析システム等への決算書登録は、支店から従来の
流れで登録

支店閲覧可能フォルダ

支店閲覧可能フォルダ

インターネット

インターネット

イントラネット

イントラネット
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